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かぜ症状による欠席が 

増えています 
 

 現在、かぜ症状で欠席している児童が多く見られます。主症状は、３８～３９℃台の発熱と喉の痛みです。

インフルエンザやコロナの診断を受けている児童はいません。 

学校では、子どもたちに対して手洗いの徹底や、咳やくしゃみ等の風邪症状のある児童はマスク着用につ

いて呼び掛けを行いました。 

 ご家庭におかれましても、感染拡大防止のため、次の点についてご理解とご協力をお願いいたします。 

 

ご家庭へのお願い  

①登校前のお子さんの体調チェック 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

②こまめな手洗い・うがい 

③十分な睡眠とバランスのよい食事を心がけ、体調管理に努めてください 

④マスクの着用 

 咳、のどの痛み、鼻水などのかぜ症状がある場合やスクールバスなどの多くの人が近い距離で過ごす場面

では、飛沫の拡散を防ぐため、マスクの着用にご協力ください。 

中

条小
ほけんだより

□熱がある  □鼻水やせきが出る  □頭痛や腹痛、吐き気がある 

□のどの痛みや違和感がある 

□いつもより元気がない、食欲がない、顔色が悪いなどの様子がある 

→ 当てはまるものがあったら、かぜの始まりかもしれません。「熱がないか

ら大丈夫」と思っていても、登校後に症状が悪化したり、熱が出たりすること

もありますので、無理をせず、ご家庭で様子を見ていただけますとありがたい

です。また、普段どおり登校した場合でも、当日は早めに休む、激しい運動は

控えるなど体調を整えながら過ごせるようにお願いします。 


